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2広報ここのえ　2019.４月号

酒井　　恵
（保健福祉センター）

さかい　　　めぐみ

保健師として慣れない事ばかりです
が、早く仕事を覚え、皆様のお役に
立てるよう一生懸命頑張ります。よ
ろしくお願いします。

日浦　将希
（住民課）

ひうら　　まさき

まだまだ緊張しておりますが、住民
の皆様に寄り添い心のこもった業務
ができるよう、一生懸命頑張ってま
いります。よろしくお願いします。

大津　竜太
（健康福祉課）

おおつ　　りゅうた

福祉の仕事で学んだことを活かし
て、住民の皆様のお役に立てるよう
に、新たな気持ちで日々努めて参り
ます。よろしくお願いします。

髙石　薫子
（健康福祉課）

たかいし　かおるこ

慣れていない事ばかりですが、でき
るだけ早く仕事を覚え、住民の皆様
のお役に立てるよう精一杯頑張りま
す。よろしくお願いします。

中村　圭佑
（企画調整課）

なかむら　けいすけ

初めての事が多く、わからないこと
ばかりですが、一生懸命頑張ってい
きたいと思います。これからよろし
くお願いします。

植木　徹人
（農林課）

うえき　 てつひと

初めてのことで不安な気持ちでいっ
ぱいです。早く仕事を覚えて、町民
の方々のお役にたちたいと考えてい
ます。よろしくお願いします。

竹尾　祐海
（みつばこども園）

たけお　　ゆうみ

慣れない事ばかりで保育教諭として
頼りないかもしれませんが、地域の
子育てのお力になれるよう明るく元
気に一生懸命頑張りますので、よろ
しくお願いします。

二田　夏実
（飯田こども園）

にた　　  なつみ

九重町ならではの環境を活かし、未
来の町を担う子どもたちを育ててい
きたいと思います。子どもたちから
様々な事を学び、実りある1年にし
ます。よろしくお願いします。

藤原　唯衣
（税務課）

ふじわら　　 ゆい

社会人１年目で分からない事ばかり
ですが、町民の方々のお役に立てる
職員になれるようにこれから頑張っ
ていきたいと思います。よろしくお
願いします。

平成31年度

新採用職員紹介

４月から新たに９名が
採用されました。
よろしくお願いします。
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町からのお知らせ

今月の表紙

町からのお知らせ

３月23日にタデ原湿原で野焼きが行われました。飯田高原野
焼き実行委員会により火入れが行われると、約２時間かけて約
38haの湿原が黒く染まりました。
飯田高原野焼き実行委員会は、環境省や九重の自然を守る会、
九重町消防団、県内外からのボランティア等が集まり、環境保
全・文化継承のために坊ガツル湿原や泉水等の飯田高原一帯の
野焼きを行っています。（P10に関連記事）

●保育料・こども園給食費無償化　[P12]
●飯田公民館での住民票等発行　[P12]
●子ども医療費が無料になります　[P13]
●国民健康保険税額の改正　[P13]
●高齢者運転免許証自主返納支援　[P14]
●活きいき・チャレンジハウス募集　[P14]
●栄養教室の参加者募集　[P15]
●電源立地地域対策交付金報告　[P15]
●シリーズ「障がい福祉」　[P16]
●狂犬病予防注射　[P17]
●元号改正に伴う被保険者証　[P17]
●後期高齢者医療制度障がい認定申請　[P17]
●九重町消防団員募集　[P18]
●子育てほっとクーポンサービス追加　[P18]

　この４月より広報ここのえに、町長コラム「とび
らをあけて」を掲載させていただくこととなりまし
た。

　いよいよ、平成の時代が終わろうとしています。
皆さんにとって平成はどうでしたか？
　私にとっての平成は、九重の地で再出発したこと
です。高校時代を日田で過ごし、大学は東京、大分
市で就職した私が15年ぶりに九重町に帰ってきた
のは、ちょうど平成が始まった年でした。新たな元

号をきっかけに、人生の再出発として会社を興し独
立しました。
　今、あらためて考えてみますと、失敗を繰り返し
紆余曲折の歩みでしたが、いろいろなものにチャレ
ンジしてきた30年でした。
　５月からは「令和」という新たな元号とともに、
町民の皆さんの負託に応えられるよう、さらに最大
限努力していきます。
　私の信条は、「誠実、堅実、確実」の３つの実を
結ぶことです。
　人口減少という厳しい時代こそ、人と人がより強
い絆で結びつき、住民と行政がお互いに助け合って
こそ、明るい未来が見えると考えています。そのた
めにも、３つの実を大切に、皆さんにとって身近な
行政を目指してまいります。今後においても、これ
まで同様、皆さんの声をお聞かせください。
　次回からは皆さんにお知らせしたいことや、町内
の身近な題材を中心に掲載させていただきます。

九重町長　日野 康志

Vol.１

とびらをあけて

町 長コラム
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　　つ起こるか予測できない大規模災害の被害軽減
を図るため「九重町防災の日」を定め、防災訓練の
実施や防災意識の高揚に努めます。

　　害時の早めの行動が被害軽減につながることか
ら、防災情報伝達手段の整備強化として防災行政無
線のデジタル化への更新を計画します。

　　齢運転者が加害者となる事故の割合が高くなっ
てきていることから、高齢者の運転免許証自主返納
を支援し、高齢運転者の事故防止を図ります。
　➡高齢者運転免許証自主返納支援（14ページ）

　　つの窓口で戸籍等の証明書等を発行するワンス
トップサービスを継続します。4月からは飯田公民
館で住民票等の交付を試行的に行います。
　➡飯田公民館での住民票等発行（12ページ）

　　住人口対策として、総数8戸の飯田地区公営住
宅が完成します。また、本町の魅力や地域交流を体

験できる「移住体験住宅」を整備するとともに、町
有地等を活用した定住施策を検討します。

　　落問題をはじめとするあらゆる差別の撤廃・人
権擁護の確立のため、組織体制の充実を図り、人権
課題に対しさらに理解を深めるよう、各種団体と連
携して問題解決に取り組みます。

い

災

高

一

定

部

●防災行政無線デジタル化実施設計 1000万円
●小型動力ポンプ付積載車購入 1800万円
●コミバス（龍門線）購入 422万円
●飯田地区各種証明発行事業 248万円
●ケーブルテレビ機器更新事業 4411万円

現在お使いの防災行政無線
は、平成19年度に更新した
ものです。デジタル化への更
新に向けて計画します。

1 防災・生活

　２月28日の第1回九重町議会定例会において、
日野康志町長が今年度の町政運営の基本的な考え
方について施政方針演説を行いました。

〈一部抜粋〉

平成31年度

施政方針
▼
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　　規就農や親元就農、第三者継承などを国や県、
町で支援し、担い手の育成・確保に取り組みます。
ファーマーズスクールの対象品目の拡大を図り、就
農相談会等での情報発信に努めながら、就農のため
の農地の確保や環境整備等の支援を行います。

　　重町農業再生協議会を中心に、主食用米の高付
加価値化へ取り組みます。環境保全型農業の推進や
加工用・飼料用米の安定需給の支援、水田の畑地化
等、水田フル活用ビジョンに基づき経営所得安定に
向け推進します。

　　マトの新たな栽培方法として、バークマット栽
培推進協議会を中心に、バークマット製造のビジネ
ス化に伴う製造効率化の研究や、栽培方法の確立に
向けた事業を推進します。

　　用牛経営は畜産経営の省力化、肉用牛ヘルパー
利用の促進と、引き続き畜産施設環境改善や優良雌
牛自家保留支援に取り組むことで、優良産地の維持
拡大を図ります。

　　農を取り巻く経営環境の厳しさは年々増してお
り、搾乳雌牛保留事業や雌雄判別精液活用事業等を
町単独事業により引き続き支援します。

　　地中間管理機構を活用した担い手への農地集
積・集約化が推進されるよう、新体制の農業委員会
をはじめ、関係機関と連携します。土地改良事業と
して、中山間地域総合整備事業・九重４期（“ゆめ”
タウンここのえ地区）の平成31年度採択に向け取
り組みます。

新

九

ト

肉

酪

農

3 農林業振興

　　重“夢”大吊橋は利用者の安全・安心の確保、効
率的なメンテナンスサイクルの構築、トータルコス
トの縮減・平準化のため長寿命化計画を策定します。

　　広域観光周遊ルート開設、観光施設でのキャッ
シュレス化推進、インバウンド受入を関係機関とと
もに促進し、今後も増加が見込まれる訪日外国人旅
行者への対応を図ります。

　　バイル空間統計調査の結果を関係団体に情報提
供し、国内旅行者向けのプロモーション戦略の設計
に努めます。整備事業が最終年度となる小松地獄園
地のPRと有効活用にむけた取組を推進します。

　　まなみハイウェイの拡幅された歩道が片側完成
予定です。スポーツツーリズムとして合宿誘致やイ
ベント開催に九重町観光協会と取り組みます。県よ
り譲渡された長者原オートキャンプ場を泉水キャン
プ場と連携させ、アウトドア活動拠点を目指します。
　➡長者原オートキャンプ場譲受式（11ページ）

　　月施行の九重町中小企業・小規模事業者振興基
本条例に基づき、小規模事業者等の活性化を図ると
ともに、創業セミナーの開催や起業支援事業に取り
組みます。10月からの税率10％への引き上げ・軽
減税率制度で、事業者が円滑に新制度に対応できる
よう情報提供等の支援に取り組みます。
　九重版DMO組織の構築のため、検討委員会を設
置し、本格的に協議を始めます。

九

新

モ

や

4

●大吊橋施設長寿命化計画 865万円
●小松地獄園地整備事業 2493万円
●周遊バス運行事業 279万円

●親元就農結付金 850万円
●農業次世代人材投資事業 1200万円

2 観光・産業振興

▲やまなみハイウェイの拡幅された歩道

▼

活用が期待されてい
るバークマット。
（スギ樹皮の粉末に
圧力をかけて固めた
マット）
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　　民健康保険制度の安定的な財政運営のため、4
月より保険税率の一部改正を行いました。引き続き
保健事業の実施や特定健診の受診率向上、ジェネ
リック医薬品促進等により医療費抑制に努めます。
　➡国民健康保険税率改正（13ページ）

　　え合いの地域づくりを推進し「孤立ゼロ」「災
害による死亡者ゼロ」を目標に、支え愛・助け愛
マップづくりやいきいき夢サロン等の地域の交流の
場や支え合いのシステムづくりを推進します。

　　ードワゴン、寄合いカフェ（オレンジカ
フェ）、多世代型地域食堂、生活困窮者支援等を一
体的に行い、地域の交流の場づくりに取り組みま
す。

　　亡きあと問題を見据え、第5期障がい福祉・第
1期障がい児福祉計画に沿って、グループホームの
整備や福祉サービスの充実を図ります。重度身体障
がい者医療費給付事業では、自動償還払いを実施
し、利用者の負担軽減に努めます。

　　齢者が住みなれた地域で安心して暮らし続けら
れる「地域包括ケアシステム」の構築と展開を目指
します。介護予防体操の実施地区を増やすための啓
発・活動支援、通所型介護予防事業や短期集中型
サービス事業での効果的な介護予防事業の推進、在
宅生活における医療・介護サービスの充実を図るた
めの体制づくり等を、地域包括支援センターと連携
し取り組みます。

国

支

フ

親

高
5 健康・福祉

　　歳から５歳のこども園等の利用料の無償化を、
九重町では４月１日より実施します（10月1日か
ら、国が消費税引き上げに併せてこども園等の利用
料の一部無償化を実施）。
　➡保育料（3歳～5歳児）無償化（12ページ）

　　ども医療費の一部自己負担を4月より無くし、
全額助成します。また、10月より償還払いから現
物支給とすることで、保護者の負担軽減を図ります。
　➡こども医療費全額助成（13ページ）

　　重町まち・ひと・しごと総合戦略として実施し
ている「子宝手当」「育児助成金」「子育て関連用
品購入助成」「子育てほっとクーポン活用」は、よ
り使いやすくなるよう努めます。
　➡子育てほっとクーポン追加サービス（18ページ）

　　童虐待の予防、早期発見を心がけ、緊急時に速
やかに対応できるよう児童相談所や警察署など関係
機関と連絡を密にします。「九重町要保護児童対策

地域協議会実務者会議」で要保護世帯の実態把握及
び情報共有を行い、母子等の命を守る取り組みを構
築します。

3

こ

児

九

4 子育て支援

支え愛・助け愛
マップづくり。
（平成31年3月31日
現在、40行政区で
作成されています）

●こども医療費助成事業 2620万円
●幼児教育無償化事業 2237万円
●幼稚園措置児給食無償化 213万円

●ふれあいいきいきサロン支援 150万円

▼
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　　どもの力と意欲を伸ばす学校教育の推進のため
「ここのえ学園基本計画」により、こども園、小学
校、中学校と地区公民館の連携による地域に開かれ
た教育を推進します。

　　国語教育支援員を配置し、小学校における外国
語の教科化、中学校における英語の学力低下に対応
します。小学生のイングリッシュキャンプ、中学生
の英語検定試験受検促進、台湾の高雄市立大灣国民
中学校との姉妹校提携に向け取り組みます。

　　ブレット端末機を中学校に導入します。すでに
全小学校に導入しているタブレット端末機も含め、
ICTを利用した学校間交流活動へ発展させていきま
す。

　　校図書館の図書整備にかかる図書館システムの
導入整備を進めます。

　　どもの歯と口の健康を促進するため、食育・歯
磨き・フッ化物洗口を推進します。フッ化物洗口を
希望する保護者、児童・生徒に実施できる環境整備

を進めます。

　　権教育・部落問題学習の深化・充実や社会教育
と連携した取組のため、部落差別解消推進指導員を
配置し専門的な支援を推進します。

　　職員の働き方改革を推進するため、業務改善計
画について協議します。また、中学校部活動指導員
やスクール・サポート・スタッフを引き続き配置し
ます。

子

子

外

タ

学

人

教

2 学校教育

　　会教育では、子どもから高齢者まで町民一人ひ
とりがさまざまな学習をきっかけに、住民同士の結
びつきや信頼関係を築き、地域づくりや町づくりへ
とつながるよう学習機会の支援に努めます。

　　習意欲を促す機会や活動の場により、それぞれ
の学習活動がより主体的なものとなるよう、社会教
育関係職員が支援や援助をしていきます。

　　地区公民館が地域の活動拠点として、地域の諸
課題や諸問題の解決に結びつけていくことは、公民
館の役割といえます。「自律のまちづくり」や「日
本一の田舎づくり」とも連動することから、地区協
議会の活動支援に努めます。

　　重町社会教育計画に基づく活動や実践が、地域

づくりに不可欠な地域の担い手となる人材の育成と
なるよう、公民館機能を発揮し、町民の可能性を引
き出せるよう努めます。

　　らゆる人権の問題を自らの問題として、一人ひ
とりが人権について学ぶことができるよう学習方法
や内容を検討し、推進します。

社

学

各

九
あ

●学校施設長寿命化計画策定事業 820万円
●外国語教育支援員配置 230万円
●中学校無線ネットワーク整備事業 450万円
●フッ化物洗口事業 155万円

1 社会教育活動

▲平成 31年 3月に完成した東飯田公民館

全小学校に導入され
ているタブレット端
末機

広報ここのえで、
引き続き取組等を
紹介していきます

〈一部抜粋〉

平成31年度

教育行政基本方針
▼
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平成 31年度

区分 予算額 対前年度比
国民健康保険
水道
飯田高原診療所
介護保険
後期高齢者医療

15億 507万円
1億 2729万円

6866万円
14億 8755万円
1億 3826万円

▲0.6％
16％

▲1.3％
2.5％
▲2.7％

　特別会計は、特定の収入をもって特定の
事業を行うため、一般会計と区別して事業
を行うもので、独立採算が原則です。5会
計総額の約33億2683万円のうち、最も多
いのは国民健康保険事業で約15.1億円
（45.2%）。次いで、介護保険事業の約14.9
億円（44.7%）となっています。

特別会計

一般会計の内訳

33 億 2683 万円

70 億 6500 万円

　平成31年度は、大型事業（ふれあい交流施設建設事業、飯田地区公営住宅建設事業、ケーブルテレ
ビ機器更新事業）の縮小に伴い、平成30年度予算から２億4200万円の減となっています。

平成31年度一般会計当初予算は、　　　　　　　　　　　  です。

九重町の当初予算

歳入 歳出

地方交付税　23.5 億円
（33.3%）

県支出金　6.8 億円
（9.6%）
国庫支出金　5.7 億円（8.0%）

町債　2.2 億円（3.1%）
各種交付金　2.9 億円
（4.1%）

町税　11.5 億円
（16.3%）

繰入金　10.6 億円
（15.0%）

その他　7.5 億円
（10.6%）

総務費　13.4 億円
（19.0%）

議会費　0.9 億円
（1.3%）

民生費　15.7 億円
（22.2%）

衛生費　6.7 億円
（9.4%）

農林水産業費  4.5 億円
（6.4%）
土木費　5.0 億円
（7.0%）

教育費　7.4 億円
（10.5%）

商工費　2.6 億円（3.7%）
消防費　2.4 億円（3.4%）

災害復旧費　2.3 億円（3.2%）
公債費　7.7 億円
（11.0%）
諸支出金　1.8 億円（2.5％）
予備費　0.3 億円（0.4%）
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農林水産業費
4 万 7,553 円

農業、林業、畜産業の振興の
ための経費

議会費
9,422 円

町議会の運営のための経費

総務費
14 万 1,690 円

役場の全般的な事務の経費、
ケーブルテレビの経費

民生費
16 万 6,078 円

高齢者や障がい福祉、子育て
支援等のための経費

衛生費
7 万 442円

保健衛生や疾病予防、ゴミ・
し尿処理のための経費

商工費
2 万 7,641 円

商工や観光の振興、大吊橋運
営のための経費

土木費
5 万 2,313 円

道路の改良・維持管理や町営
住宅改修のための経費

消防費
2 万 5,232 円

消防団活動や広域消防の負担
金等の経費

教育費
7 万 8,252 円

学校教育や社会教育、スポー
ツや文化活動のための経費

災害復旧費
2 万 4,013 円

災害復旧のための経費

公債費
8 万 1,812 円

町の借金を返済するための
経費

諸支出金・その他
2 万 2,223 円

預金への積立や予備費等

九重町人口（H31.3.31 現在）9,462 人で計算

　将来にわたって長期的に使われる道路や学校など
の公共施設を整備するための財源に、地方債（九重
町は、町債）を活用します。
　これは、つくる年の町民が全額負担するのではな
く、公共施設を使うすべての世代で、公平に負担し
てもらうという役割があるからです。
　しかし、借金という将来の負担を残すことになり
ますから、借金の金額は、現在の財政状況、将来の
財政見通しから決めなければなりません。
　地方債の毎年の償還額は、その一部が地方交付税
算定における基準財政需要額に算入され、措置され
ています。

財政調整基金
　年度間の財政の不均衡を調整するための貯金で
す。大幅に税収が減少したときや災害の発生などで
思わぬ支出が必要になったときに役立てるものです。

減債基金
　町債の償還を計画的に行うための貯金です。具体
的には、町債の償還額が増加し、他の経費を圧迫す
るようになったときに償還財源とするためのものです。

特定目的基金
　大型公共施設の整備など、特定の目的を計画的に
実施できるよう資金を積み上げたものです。

町民1人あたりに使われているお金

地方債（借金）と基金（貯金）の推移

合計74 万 6,671 円
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まちの話題

　３月１日に飯田トシヱさんが100歳の誕生日
を迎えられました。日野町長が「町民の1人と
してこれまでご尽力いただきありがとうござい
ます。これからもお体に気をつけて元気に過ご
して下さい」とお祝いの言葉を述べ、賞状・花
束・記念品を贈りました。これからも、九重町
最高齢を目指して長生きしてください。

100歳おめでとうございます1
3

　ＪＡ玖珠九重とＪＡ九重町飯田より、母子手
帳ケースと下敷きを寄贈いただきました。母子
手帳ケースは、母子健康手帳を交付する際に一
緒にお渡しします。下敷
きは町内の各小学校新入
生に贈られました。

（左から）日野町長、JA玖珠九重 石井之俊代表理事
　組合長、JA九重町飯田 時松信康代表理事組合長

ご寄贈ありがとうございます22
3

飯田さん（1列目右から 2番目）は詩吟等が趣味でダンプ
カー運転手をしながら 7人のお子さんを育てられました

野焼きの直前まで雪がちらついていましたが、火入れが
始まる頃には青空が見え天候が回復しました

熟練の技が必要な火入れは、風向きや地
形を考慮しながら慎重に行われています

春の訪れを感じながら23
3

　飯田地区のタデ原湿原で野焼きが行われまし
た。野焼きは草原や湿原の保全や文化継承のた
めに行われており、飯田高原野焼き実行委員会
が約２時間かけて野焼きしました。
　３月中旬から下旬にかけて野焼きされた飯田
高原一帯は、これから初夏にむけて新緑が芽生
え始めます。

　環境省、九重の自然を守る会、九重ふるさと自然学
校、消防団、警察署、九州電力、県内外からのボラン
ティア等で飯田高原一帯の野焼きを行っています。

背負い式消火水のうに 20㎏の水を入れ、
木道（自然研究路）への延焼を防ぎます

野焼き後、多くの方が湿原を散策して
いました

飯田高原野焼き実行委員会とは
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　3月25日に後藤三月さんが100歳の誕生日を
迎えられました。日野町長が「100歳のお誕生
日おめでとうございます。まだ寒い日もありま
すが、お体に気を付けて長生きしてください」
とお祝いの言葉を述べ、賞状・花束・記念品を
贈りました。これからも、九重町最高齢を目指
して長生きしてください。

100歳おめでとうございます25
3

　九重町内の地熱発電等を題材にした研究論文
で、中津市の中学校３年生重松良さんが、第
62回全国学芸サイエンスコンクール（旺文社
主催）・サイエンス部門の金賞にあたる「日本
科学技術振興財団理事長賞」を受賞しました。
同部門の応募総数は39,197点。審査委員から
は、課題をしっかりと捉えており、分析も手堅
いと高い評価を得ました。　（学年は3月末時点）

39,197人の頂点27
3

後藤さん（1列目中央）は入れ歯を使っておらず、お餅
やさつまいもが好物だそうです

論文「大分県の再生可能エネルギーの現状と今後」は全
69ページ。制作期間は取材を含め約 1年です

あきら

　大分県より長者原オートキャンプ場が無償譲
渡されるにあたり、九重町役場で譲受式並びに
指定管理に関する基本協定書の調印式が行われ
ました。

　（左より）大分県生活環境部自然保護推進室 橋本昌
樹室長、日野町長、指定管理者の（有）吉武建設代表
取締役社長　吉武勝広さん

長者原オートキャンプ場
フリーサイトやオートキャンプ、ケビン等が整ったキャ
ンプ場で、年間をとおして多くの方が利用しています。

九重を満喫できる拠点として1
4

　冨士嶺流泉会より、３月24日に九重文化セ
ンターの20周年を記念して開催された、チャ
リティー公演「春の踊り」の益金として
30,000円の寄附をいただきました。公演では
多くの方が、春の訪れとともに日本舞踊を楽し
まれました。いただいた寄附は、文化事業の振
興のために役立てられます。

（左から）冨士嶺流泉会の会主・冨士嶺泉さん、日野町
　　　　 長、竹尾友彦さん

ご寄附ありがとうございます2
4

ふじねりゅういずみかい

ふじね　せん

みつき
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保育料（3～ 5歳児）・こども園給食費が、4月から無料になります！
●お問い合わせ　子育て支援課　☎７６－３８２８

　九重町では平成31年4月から認定こども園、保育所、幼稚園に通う3～5歳児の保育料を無償化
（令和元年10月より国が実施の「幼児教育・保育の無償化」の先行）、町立こども園に通っている
1号認定（幼稚園部分）の給食費が４月より無償となります。

飯田公民館で住民票等が発行できます
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

飯田公民館　☎７９－２２５１

　平成31年４月より、飯田公民館で下記の証明書が発行できるようになりました。

平成 31年
4月～
無償化対象

Ｑ　無償化に市町村民税の階層は関係あるの？
Ａ　階層に関係なく、3～ 5歳児のすべての園児が無償化の対象です。
Ｑ　1号認定（幼稚園部分）と 2号認定（保育園部分）どっちも無償なの？
Ａ　どちらの認定も無償化の対象です。
Ｑ　1号認定の給食費も無償になるの？
Ａ　今まで月額 3,700 円をいただいていましたが、2019 年 4月からは無償です。
Ｑ　一時預かり、わんぱくクラブ、トワイライト保育の利用料はどうなるの？
Ａ　利用料に変更はありません（無償ではありません）。
【参考】一時預かり：1,200 円、わんぱくクラブ：平日 500円 /休日 1,200 円、
　　　 トワイライト保育：100円

Ｑ＆Ａ

証明書 必要なもの 手数料 請求できる方

住民票（謄本・抄本）

戸籍（謄本・抄本）

印鑑登録証明書

軽自動車税納税証明書
（継続検査用）

本人確認書類、
車検証 無　料 本人または車検証持参の方

本人確認書類、
印鑑登録証 300円 本人のみ

本人確認書類、
印鑑 450円 本人または同一戸籍の方

　・委任状による請求はできません

本人確認書類、
印鑑 300円 本人または同一世帯の方

　・委任状による請求はできません

本人確認書類 運転免許証、マイナンバーカード（写真付き）、パスポート等

発行場所　　飯田公民館（飯田ふれあい交流センター）
受付時間　　月曜日～金曜日　※土日、祝日、12月 29日～ 1月 3日を除く
　　　　　　午前 8時 30分～午後 5時

▼
▼

●発行できる証明書

便利に
なりました

●九重町に住民票がある、
　認定こども園・保育所・幼稚園等
　に通う3～5歳児保育料（使用料）

●九重町内の公立認定こども園に
通う1号認定（幼稚園部分）の
給食費
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小・中学生の医療費（通院受診分）が 4月診療から無料になります
●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

　平成31年４月診療分より、小・中学生の通院で受診した医療費が無料になります。今まで対象
にならなかった、自己負担が500円以下の医療費の領収書も助成の対象になります。

国民健康保険税額が改正されました

　九重町では、平成31年４月より国民健康保険税額を改正することになりました。

4 月診療分からの変更点

●子ども医療費助成内容

●改正の保険税額

▼

小・中学生の通院で受診した医療費が無料になります。（９月までは償還払い）
なお、保険診療外（自費分）と食事代は助成の対象になりません。

対象年齢 対象医療費 一部自己負担金
3月診療まで 4月診療から

0歳～小学校就学前 なし

入院　なし

通院　500円（月４回）小学生、中学生

入院、通院医療費
（歯科・調剤含む）

なし

入院　なし

通院　なし

　加入者の負担を抑えるため、九重町の保険税率は平成26年度の改正以降、5年間税率を据え置いて
きました。しかし、高齢化や医療技術の高度化等により医療費が増加し続けている一方、国保税収は
落ち込み、財政運営が非常に厳しくなっています。
　なお、今回の改正にあたっては、できるだけ加入者のみなさまの負担を増やさないように引上げ幅
を抑え、加入者に応分の負担をしていただきたく、均等割の税額のみを改正しました。
　加入者のみなさまにはさらなるご負担をおかけすることになりますが、安心して医療を受けられる
よう国保財政の円滑な運営に御協力をお願いいたします。

区　　　分 改正前
9.5％

25,000円
23,000円
2.7％

7,500円
6,800円
2.2％

9,000円
5,800円

改正後
9.5％

25,500円
23,000円
2.7％

8,000円
6,800円
2.2％

10,000円
5,800円

改正内容
据え置き
500円引上げ
据え置き
据え置き
500円引上げ
据え置き
据え置き
1,000円引上げ
据え置き

所得割
被保険者均等割
世帯別平等割
所得割
被保険者均等割
世帯別平等割
所得割
被保険者均等割
世帯別平等割

医療給付費分

後期高齢者支援金分

介護納付金分

４月～
変更点

令和元年10月診療分からは、小・中学生の通院で受診した医療費の現物給付が始まります（現在は償
還払い）。「受給資格者証」の申請方法など、詳しいことについては決まり次第お知らせします。

●お問い合わせ　住民課　☎７６－３８０２

国民健康保険税額の改正について
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車の運転に不安を感じていませんか？ －高齢者運転免許証自主返納支援－
●お問い合わせ　危機管理情報推進課　☎７６－３８０１

　近年、全国各地で高齢運転者が加害者となる重大事故が多発しています。自動車の運転に不安を
感じる方の運転免許証の自主返納を支援するため、平成31年４月１日より高齢者運転免許証自主
返納支援事業を開始しました。

“活きいき・チャレンジハウス” で野菜や花きを作ってみませんか？
●お問い合わせ　農林課　☎７６－３８０４

　町内に在住する高齢者または新規就農者を対象に、活きいき・チャレンジハウス（小規模ハウ
ス）の導入を行い、野菜・花きの生産向上を図っています。

支援内容　　九重町商工会商品券　10,000円相当分
対 象 者　　①～③の条件をすべて満たす方
　　　　　　　①すべての運転免許証を平成31年４月１日以降に返納した方
　　　　　　　②運転免許証返納時に満70歳以上の方
　　　　　　　③申請時に九重町住民基本台帳に登録されている方

申請方法　　危機管理情報推進課（役場２階）で申請を受け付けます。

▼

対 象 者　　町内在住の高齢者または新規就農者
対象作物　　販売向けに生産をする作物
補助対象　　180㎡以下のハウス
補助内容　　資材費の1/2以内の補助（上限20万円）
募集期間　　第１回締切　6月20日（木）まで
　　　　　　第２回締切　9月20日（金）まで
そのほか
　●過去に公共事業でハウスを導入したことがある
　　方は対象外です。
　●高齢者については、施工を業者に依頼した場合、
　　400円/㎡の補助があります。
　●ハウス完成後は、ハウス（園芸）施設の農業共済
　　または建物更生共済に加入してください。
　●第１回募集で要望多数であった場合、第２回募集以降は次年度以降に繰り越しとなること
　　があります。

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

●申請の際にご持参ください
・印鑑
・運転免許証を返納したことを証明する書類
（申請による運転免許の取消通知書、無効の印等がされた運転
　免許証、運転経歴証明書等）
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“栄養教室” で健康づくりについて一緒に学びませんか？
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　食生活や健康づくりについての講義、調理実習を通して、生きることの基本「食べること」を
一緒に学びませんか。

平成 30年度電源立地地域対策交付金の報告  －九重町図書館蔵書システム更新－

　九重町では、平成30年度電源立地地域対策交付金を活用し、九重町図書館の蔵書管理システム
を更新しました。

　電源立地地域対策交付金とは
　電源開発促進税を原資として、電気の生産地にも、消費地
が享受する恩恵の一部を還元するものです。
　九重町図書館蔵書管理システム
　九重町図書館では、平成23年度に蔵書管理システムを初
めて導入しました。導入により、貸出業務等の作業の効率化
ができ、利便性が大幅に向上しました。
　しかし、機器の故障等の際のメーカー部品保管期間が平成30年に切れること等から、早急な
システム更新が課題となっていたため、今回システム更新を行いました。

期　　間　　6月～令和２年 2月（全 7回）
　　　　　　時間はいずれも、午前 9時 30分～午後 2時
内　　容　　食生活や健康づくりについての講義、調理実習など
目　　的　　・生きることの基本「食べること」を学びます
　　　　　　・健康寿命の延伸につなげます
　　　　　　・人と人とのつながりの中で、自立し合います
対 象 者　　①と②のいずれにも該当する方
　　　　　　　①九重町在住の方
　　　　　　　②教室修了後、食生活改善推進協議会に入会していただける方
募集人数　　25名
応募締切　　5月 31日（金）まで

▼
▼

▼
▼

▼
▼

▼
▼

●お問い合わせ　商工観光・自然環境課　☎７６－３１５０

食生活改善推進協議会とは
　子どもから高齢者まで、食を通した健康づくりや家庭や地域に広める活動をしています。

受講料無料
開講日は

6月11日 (火)

●システム導入による利便性アップ

平成23年度導入時
　●貸出業務等の効率化
　●蔵書検索が自宅から簡単にできるよ
　　うに

平成30年度更新時
　●借りた本のタイトルや返却日
　　がわかるレシートを導入
　●県内の図書館との連携が容易に

さらに便利に

更新した図書館蔵書管理システム
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障がいのある人に関わるマークについて②

　街頭や施設などで見かける障がいのある人に関わる主なマークには、次のようなものがありま
す。理解・協力して豊かな共生社会をつくりましょう。

聞こえが不自由なことを表す国内で使用されているマークです。聴
覚障がいのある人は外見ではわかりにくいために、誤解されたり、
不利益をこうむったり、社会生活上の不安が少なくありません。
このマークを提示された場合は、相手のことを理解し、コミュニ
ケーションの方法への配慮について協力しましょう。

●お問い合わせ　健康福祉課　☎７６－３８２１

シリーズ
『障がい福祉』

48

▼
▼

耳マーク

身体障がい者補助犬（盲導犬、介助犬、聴導犬）同伴の啓発のため
のマークです。身体障がい者補助犬法により、現在では公共の施設
や交通機関はもちろん、民間施設でも補助犬が同伴できるようにな
りました。
お店などでこのマークを見かけたり、補助犬を連れてい
る人を見かけたりした場合は、理解・協力しましょう。

▼
▼ほじょ犬マーク

人工肛門・人工膀胱を使用している人(オストメイト)のための設備
があることを表すマークです。オストメイト対応のトイレの入り
口・案内誘導プレートに表示されています。
このマークを見かけた場合には、そのトイレがオストメイトに配慮
されたトイレであることを理解し、協力しましょう。

▼
▼

オストメイト
　　　　マーク

ハート・プラス
　　　　マーク

内部障がいのある人を表すマークです。内部障がいのある人は、外
見ではわかりにくいため、さまざまな誤解を受けることがあります。
このマークを着用している人を見かけた場合には、内部障がいへの
配慮について協力しましょう。

▼
▼

ぼうこう

「内部障がい」とは
外見からはわからない、体の内部に障害があることをいいます。身体障害者福祉法で
は、心臓機能障害、腎臓機能障害、呼吸機能障害、膀胱・直腸機能障害、小腸機能障
害、ヒト免疫不全ウイルスによる免疫機能障害の 6つを内部障がいとしています。
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狂犬病予防注射は飼い主の義務です　－狂犬病予防注射は 1年に 1回－
●お問い合わせ　保健福祉センター　☎７６－３８３８

　狂犬病予防法により、飼い犬には狂犬病予防注射を受けさせることが義務付けられています。

狂犬病予防注射について
　●地区ごとに行う集合注射または動物病院で受けてください
　●集合注射の日程と会場は、人権・健康・環境カレンダーをご覧ください
　●動物病院で受けたときは、「狂犬病予防注射済証」を保健福祉センターへ提出し、狂犬
　　病予防注射票の交付を受けてください

犬の登録や転入・転出・死亡等の異動があった場合
　●保健福祉センターや集合注射会場で手続きが可能です

登録、狂犬病予防注射の手数料

その他
　●犬の体調不良などにより予防注射を期間内に受けられない
　　場合は、動物病院にて猶予手続きが必要です

登録手数料（生後 91日以上）
狂犬病予防注射
狂犬病予防注射交付手数料

初回のみ
毎年
毎年

3,000 円
2,520 円
550円

登録は、生涯 1回
注射は、毎年 1回

　元号改正に伴う、国民健康保険被保険及び後
期高齢者医療被保険の被保険者証等の取扱いを
下記のとおり行います。

対象となる被保険者証等
　●被保険者証
　●限度額適用・標準負担額減認定証
　●特定疾病認定証

５月１日以前に発行する被保険者証等
差し替えは行いません。現在お使いの被保険
者証等（平成での表記）を、引き続き有効期
限までご利用ください。

５月１日以降に発行する被保険者証等
　新元号「令和」にて発行します。

元号改正に伴う被保険者証について

　65歳から74歳の方で一定の障害がある方は、
申請により後期高齢者医療制度へ加入できます。

窓口に持参していただくもの
●印鑑
●障がいの程度が確認できる書類
　（障害者手帳等）
●本人確認書類（運転免許証など）
●マイナンバーが確認できる書類
　（通知カード等）
申請受付窓口
　住民課　国保年金グループ（役場１階）
そのほか
　認定後も75歳になるまでは、届出により撤
回することができます。申請等の詳しいことに
ついてはお問い合わせください。

後期高齢者医療制度障がい認定申請
●お問い合わせ
　住民課　☎76-3802
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771

●お問い合わせ
　住民課　☎76-3802
　大分県後期高齢者医療広域連合　☎097-534-1771
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人権

No.273

心の扉

幸せになろうね幸せになろうね

　九重町消防団では常時、団員を募集しています。
　消防団員は、火災などの災害時はもちろん、地
域の防災力の向上に重要な役割を担っています。
　地域における消防・防災の中核的存在とし
て、消防団活動に参加してみませんか。

　●入団資格
　　　九重町在住の18歳以上の方
　●公務災害補償
　　　消防団活動中の怪我等に対しての補償
　　制度があります。

九重町消防団員募集！
●お問い合わせ
　　危機管理情報推進課　☎76-3801

　平成31年4月1日から、おおいた子育てほっ
とクーポンの対象サービスが追加されました。

●利用できる施設
　友成医院　産後デイケア　すみれ
　（玖珠町大字塚脇128番地の2）
●利用方法
ご利用の際は、事前に保健福祉センターへの
申請が必要です。申請及びお問い合わせは、
保健福祉センター（☎76-3838）までご連
絡ください。

子育てほっとクーポンサービス追加
●お問い合わせ
　　子育て支援課　☎76-3828

「産後ケア」 追加
サービス

クーポンには有効期限
があります。期限内に
ご利用ください。

　2007年、カナダ・ノバスコシア州のハイスクールで男子生徒がピンク色のポロシャツを着て登校す
ると、友人からホモセクシャルだとからかわれ暴行を受け、耐え切れずに帰宅するという出来事が起こ
りました。その出来事を聞いた上級生の２人が「いじめなんて、もううんざりだ！」「アクションを起
こそう！」と思い、みんなにメールやＢＢＳ掲示板で呼びかけたところ、次の日には数百人の生徒がピ
ンク色のシャツ・リボン・リストバンドなどを身に着けて登校してきました。いじめられた生徒はピン
ク色であふれた学校の様子を見て、肩の荷が下りたような安堵の表情を浮かべていたそうです。
　この出来事は瞬く間に世界中に広まりました。そして、ここのえ緑陽中学校でも3年前からピンク
シャツデーの取り組みを始めています。生徒だけではなく先生方もピンクのバンダナなどを身に着けて
「いじめ反対」の意思表示を行なっています。平成30年度は飯田小学校でもピンクシャツデーの取り
組みを行なうなど、九重町の中でも広がりはじめています。
　九重町は、いじめのない、誰もが安心して生活できる学校を目指しています。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　教育振興課　教育指導グループ

2月最終水曜日は

　　　「ピンクシャツデー」です

2月最終水曜日は

　　　「ピンクシャツデー」です
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伝えたい「ちょっといい話」「心あたたまる話」をぜひお寄せください。
ハート降るここのえ担当　阿部　征則
郵便の場合は、〒879－4895　九重町大字後野上８－１　九重町役場企画調整課まで

４月のハート降る♥ここのえ
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。
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ふるさとの
 文化財探訪

第60回
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留
意
点
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（
２
）

文
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く

松木の谷（切株山頂より）
　　　奧に平家山、由布岳を遠望
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●児童書・コミック
あなたがとってもかわいい　　　　　　　みやにしたつや
名探偵コナン推理ファイル九州地方の謎　　青山剛昌原著
5回で折れる季節と行事のおりがみ・はるなつあきふゆ　　いしかわまりこ
メシが食える大人になる！よのなかルールブック　高濱正伸
少年少女日本の歴史 平成の30年　　　　 金谷俊一郎解説
深夜食堂21　　　　　　　　　　 安倍夜郎　その他多数
●一般図書
不治（表御番医師シリーズ 13・最終巻）　　　　上田秀人
囲米の罠（おれは一万石シリーズ 8）　　　　　　千野隆司
願人坊の死（口入屋用心棒シリーズ 44）　　　　鈴木英治
あきない世傳金と銀 6本流篇　　　　　　　　　　高田郁
本所おけら長屋 12　　　　　　　　　　　　　 畠山健二
隠居の初恋（新・知らぬが半兵衛シリーズ 7）　　藤井邦夫
横道世之介 続　　　　　　　　　　　　　　　　吉田修一
新章神様のカルテ　　　　　　　　　　　　　　夏川草介
曽根崎心中　　　　　　　　　　　　　　　　　角田光代
あちらにいる鬼　　　　　　　　　　　　　　　井上荒野
傲慢と善良　　　　　　　　　　　　　　　　　辻村深月
怪物の木こり　　　　　　　　　　　　　　　　倉井眉介
姑の遺品整理は、迷惑です　　　　　　　　　　垣谷美雨
ノースライト　　　　　　　　　　　　　　　　横山秀夫
天災から日本史を読みなおす　　　　　　　　　磯田道史
今こそ、韓国に謝ろうそして「さらば」と言おう　百田尚樹

女の機嫌の直し方　　　　　　　　　　　　　黒川伊保子
いい加減くらいが丁度いい　　　　　　　　　　池田清彦
天皇（125代）の歴史ビジュアル百科　　　　　山本博文
読書する人だけがたどりつける場所　　　　　　　齋藤孝
日本進化論　　　　　　　　　　　　　　　　　落合陽一
樹木希林120の遺言死ぬときぐらい好きにさせてよ　 樹木希林
赤ちゃんが元気に育つ時期別妊娠中のおいしい食事 280　川名有紀子監修
白崎裕子の料理とおやつ　　　　　　　　　　　白崎裕子
暮らしのおへそVOL．27　　　　　　　 主婦と生活社編
自然栽培VOL．18 土に雑草、体に雑穀
JAPAN外国人がどっと押し寄せる意外な日本の新名所
鳥瞰図で楽しむ日本百名山　　　　　　　成美堂編集部編
大分県の名樹　　　　　　　　　　森林ネットおおいた編
東川スタイル人口 8,000 人のまちが共創する未来の価値基準　 その他多数
●ＡＶ（ＤＶＤ）
君の名は。　　　　　　　　　　　　　　　　新海誠監督
ラ・ラ・ランド　　　　　　　デイミアン・チャゼル監督
かいけつゾロリ ダブルゼットのひみつ　　　藤森雅也監督
この世界の片隅に　　　　　　　　　　　　片渕須直監督
Wonder　君は太陽　　スティーヴン・チョボスキー監督
ピーターラビット　　　　　　　　ウィル・クラック監督
未来のミライ　　　　　　　　　　　　　　　細田守監督
おしりたんてい 1～ 3　　　　　　　　　　芝田浩樹監督

新刊・新着図書案内 ～春いっぱい！感動いっぱい！図書館は、本との出会いをお手伝いいたします！～

●「おはなし会」毎月第２土曜日　１０：３０～１１：００

ほんの森４月号 平日 午前10時～午後６時　土・日  午前９時～午後５時　月・祝 休み　九重町図書館　☎ 76－3888図書館だより図書館だより
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「子どもの読書週間（4/23～5/12）」に合せて、今年も図書館
に行くのが楽しくなる「春の図書館イベント」を行います！ぜひ、ご家族、お友だちと何度でもお越しください！
※【第２回 無料！図書館園芸講座野菜づくりのコツと裏ワザ】は４/３（水）に開催いたしました。ご参加ありが
とうございました。

４月のボランティアグループは「チームそら
まめくん」でした。　
５月は「スター」のみなさん（5月11日の予
定）です。
赤ちゃん大歓迎です！ボランティアさんが工
夫して、やさしい手あそびや、ことばのリズ
ムが楽しい絵本を読んでくれます。どうぞお
気軽に遊びにいらしてください。

３
月
の
お
は
な
し
会
の

お
友
だ
ち
と
読
ん
だ
本 ３月のおはなし会の様子

▲

お 知 ら せ

『春の読書週間イベントのお知らせ』

昔、こんなジョークが流行ったそうです。「新聞とラジオはどっ
ちが便利か？」「それは新聞だよ。新聞で弁当箱は包めるが、ラ
ジオでは包めないもの。」…う～ん微妙（笑）ともあれ、新聞紙
はお弁当を包むだけじゃありません。窓ガラスの掃除、揚げ物の
油切り、野菜を包んで保存、長靴に入れて除湿、非常時の防寒や
簡易トイレに…と新聞紙が持つ保温性や吸水性、吸湿性は何かと
使えます。読んだら終わりなんてモッタイナイ！購読数が減るな
ど、デジタル化の憂き目にあっている新聞ですが、昔ながらの知
恵がいっぱいのアイテムです。ここ数年、「要らない新聞紙を分
けてほしい。」という声をいただくようになりました。今回初め
て、保存期間の切れた新聞（計6誌×1年分）を配布することに
いたしました。保管スペースの都合で、配布期間終了後は処分を
させていただきますので、年内の再配布はありません。この機会
をお見逃しなく！

【何かと使える新聞紙！無料配布】4/16（火）～4/28（日）
無くなり次第終了無くなり次第終了

図書館にある、だいすきな絵本を持って撮影をする
イベントです。記念写真で児童コーナーの壁を一緒
に飾ってください！壁の添付場所にある番号を選ん
で、同じ番号のヒミツの参加賞をゲットしてくださ
いね。無くなり次第終了なのでご参加はお早目に！

昨年、１年間かけて集めた「図書館にあるオススメ
作品を教えてください！」というアンケートの結果
をまとめて展示します。まとめ展示とは別に「ポッ
プ」としての活用は、それぞれのコーナーで末長く
展示させていただきます。ご回答いただいた皆さ
ま、ありがとうございます！

【お気に入りの絵本と記念写真を撮ろう！】
　4/16（火）～先着50名

【わたしが選ぶおすすめ作品！アンケート
結果発表！】4/16（火）～4/28（日）
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九重

くらしの学校くらしの学校くらしの学校
第３期

受講
生募集！！

九重町の伝統や文化・先人たちの知恵を学びながら、人と人の繋がりをつくることを
目的とした学校です。

九重くらしの学校とは

概　　　要

開 催 日 時

開 催 場 所

対　象　者

参加負担金

募 集 人 数

申 込 方 法

・毎月１回の授業です。（5月～翌 2月の全 10回）
・2年目以降、修了者は各回の単発受講が可能です。
・全講座を受講していただいた方には、『九重くらし認定証※』
　をお渡しします。

第 4日曜日　午前 9時～正午（予定）

九重町保健福祉センター

九重町在住の高校生から 49歳までの方

5,000 円 / 年間

10名程度

氏名・住所・電話番号を添えて、
電話または FAX、E-mail のいずれかで、
5 月 10 日（金）までにお申込みください。

※材料費等の負担はありませんが、年間通しての受講
となり、欠席された場合の返金等は出来かねますの
でご了承ください。

★高校生のお子さんと親子での参加も大歓迎です！！

※次年度の授業を1回分無料で受講いただけます。

※応募多数の場合は、抽選とさせていただきます。

お申込み・お問い合わせ　　九重文化センター（九重町大字後野上17番地の4）
　　　　　　　　　　　　　TEL：76－3888　FAX：76－3877　E-Mail：bunka@town.kokonoe.lg.jp

5月　ちまきづくり＋カメラ講座
6月　梅仕事①（梅干塩漬け・梅シロップ）
　　 ＋ピラティス
7月　梅仕事②
　　 （梅紫蘇漬け・紫蘇ジュース）
　　 ＋虫よけスプレーワークショップ
8月　盆鱈の煮物・盆団子づくり
　　 ＋セルフリンパマッサージ講座
9月　地鶏飯・やせうまづくり
　　 ＋自然と触れ合おう！！　　　等

授業内容（予定）

※現時点での予定のため、
　授業内容については
　変更する場合があります
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自然
学校
自然
学校

九重ふるさと九重ふるさと

　九重町の未来を担う子どもたちに、私たちの“ふるさと”九重町の豊かな自然を思いきり体験して
もらいたい！郷里をもっと好きになってもらいたい！と企画しました（計５回の活動）。
　九重町は筑後川の源流域です。川の水や生きものに親しみながら、源流から下流（有明海）まで
探検しよう！
　皆さん、ぜひご参加ください！

（1）対　　象：九重町内の小学３年生～６年生、中学生
（2）参 加 費：8,000円（キャンプを含む全５回の活動参加費として）

（3）活動内容（予定）

（4）応募方法：「ここのえ子ども広場」の登録申込書にてお申込み下さい。申込書内の『応募動
機』も忘れずにご記入下さい。

　　　　　　　　※応募者多数の場合は、抽選とします（20名程度）。
　　　　　　　　※原則全５回の活動すべてに参加できることを条件とします。

（5）主　　催： 九重町、九重町教育委員会、九重ふるさと自然学校

第１回

町　内

6/22（土：夜）

メンバー募集！メンバー募集！メンバー募集！

「2019 年度　ふるさと探検クラブ」「2019 年度　ふるさと探検クラブ」

ふるさとの自慢！ホ
タルを見にいこう。

内容：ホタルのお話
しと観察

第２回

町　内

7/20（土）

清流をいつまでも。
生きものさがしと川
遊び！
内容：川の生きもの

しらべ、川遊
び

第３回

熊本県荒尾市
福岡県大川市

7/31（水）～8/2（金）
第４回

町　内

8/31（土）

川のめぐみを味わお
う！

内容：川魚の料理体
験、試食

第５回

町　内

9/6（金：夜）

探検したことを伝え
よう！

内容：保護者の皆さ
んに向けた発
表会

お問い合わせ
九重ふるさと自然学校（運営：一般財団法人　セブン‐イレブン記念財団）
〒879-4911　　九重町大字田野 1624-34
TEL：73-0001　 FAX：79-3434　　mail：kujyu-sizengakkou@7midori.org

干潟ってどんなところ？
夏の有明海キャンプ
内容：
干潟の生物観察、マ
ジャク釣り、船上から
のムツゴロウ観察など
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●　暮らしの情報

　
工
業
統
計
調
査
は
我
が
国
の
工
業
の
実

態
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

統
計
法
に
基
づ
く
報
告
義
務
が
あ
る
重
要

な
統
計
で
す
。

　

調
査
票
に
ご
記
入
い
た
だ
い
た
内
容

は
、
統
計
作
成
の
目
的
以
外
（
税
の
資
料

な
ど
）
に
使
用
す
る
こ
と
は
絶
対
に
あ
り

ま
せ
ん
。

　
調
査
票
へ
の
ご
回
答
を
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

■
対
　
象　
従
業
員
４
人
以
上
の
全
て
の

　
製
造
事
業
所

■
調
査
結
果　

　
中
小
企
業
施
策
や
地
域
振
興
な
ど
、
国

及
び
地
域
行
政
施
策
の
た
め
の
基
礎
資
料

と
し
て
利
活
用
さ
れ
ま
す

■
調
査
時
点　
令
和
元
年
６
月
１
日

■
お
問
い
合
わ
せ　
企
画
調
整
課

（
☎
７
６‐

３
８
０
７
）

　
行
政
相
談
委
員
は
、
国
の
役
所
な
ど
の
仕

事
に
つ
い
て
の
身
近
な
相
談
窓
口
で
す
。

　
わ
か
ら
な
い
こ
と
や
困
っ
た
こ
と
な
ど

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■
と
　
き　
５
月
８
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

■
と
こ
ろ　
東
飯
田
公
民
館

■
そ
の
他　
相
談
無
料
。
予
約
不
要

■
お
問
い
合
わ
せ　
総
務
省
大
分
行
政
監

　
視
行
政
相
談
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
３
３‐

１
１
０
０
）

■
と
　
き　
５
月
10
日
㈮

　
午
後
１
時
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
九
重
町
役
場
３
階
会
議
室

■
内
　
容　
相
続
、
登
記
の
名
義
、
多
重

　
債
務
問
題
や
悪
質
商
法
ト
ラ
ブ
ル
等

■
そ
の
他
　
原
則
予
約
不
要
（
予
約
優
先
）

■
予
約
・
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
司
法

　
書
士
会
青
年
の
会
（
担
当　
大
野
）　

　
☎
０
８
０‐

６
９
２
８‐

７
７
３
０

　
被
害
者
・
加
害
者
、
人
身
事
故
・
物
損

事
故
、
何
で
も
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
電
話
・
面
接
相
談
】

■
と
　
き　
月
曜
日
〜
金
曜
日
（
祝
日
、

　
振
替
休
日
、年
末
年
始
の
休
日
を
除
く
）

午
前
８
時
30
分
〜
正
午
、
午
後
１
時
〜

午
後
５
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
県
庁　
別
館
５
階

■
お
問
い
合
わ
せ　
交
通
事
故
相
談
所

（
県
生
活
環
境
部
生
活
環
境
企
画
課
内
）

　
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

２
１
６
６

【
巡
回
相
談
〔
予
約
制
〕】

■
と
　
き　
５
月
14
日
㈫

　
午
前
10
時
30
分
〜
午
後
３
時

■
と
こ
ろ　
県
西
部
振
興
局
（
日
田
市
）

■
お
問
い
合
わ
せ　
県
西
部
振
興
局

（
☎
０
９
７
３‐

２
３‐

２
２
０
０
）

　　
ご
遺
族
の
心
の
ケ
ア
を
目
的
と
し
て
、

つ
ど
い
を
開
催
し
ま
す
。

■
と
　
き　
６
月
６
日
㈭

　
午
後
２
時
〜
午
後
４
時

　
（
受
付
午
後
１
時
30
分
〜
）

■
と
こ
ろ　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の

　
相
談
支
援
セ
ン
タ
ー

（
大
分
市
玉
沢
９
０
８
番
地
）

■
対
　
象　
大
切
な
方
を
自
死
で
亡
く
さ

　
れ
た
ご
遺
族

■
内
　
容　
参
加
者
の
気
持
ち
の
分
か
ち

　
合
い
を
し
ま
す

■
参
加
料　
無
料

■
申
込
期
限　
５
月
30
日
㈭

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
県
こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
相
談
支
援

　
セ
ン
タ
ー

（
☎
０
９
７‐

５
４
１‐

６
２
９
０
）

　
銃
砲
刀
剣
類
所
持
等
取
締
法
第
３
条
に

よ
り
、
銃
砲
刀
剣
類
は
原
則
と
し
て
所
持

す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　
た
だ
し
、
同
法
第
14
条
に
よ
り
、
一
定

要
件
を
満
た
す
古
式
銃
砲
や
刀
剣
類
に
つ

い
て
は
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会
の
審

査
を
受
け
、
銃
砲
刀
剣
類
登
録
証
が
交
付

さ
れ
る
と
所
持
が
可
能
と
な
り
ま
す
。

　
登
録
審
査
会
で
は
登
録
審
査
員
が
銃
砲

刀
剣
類
の
審
査
を
行
い
、
登
録
の
適
否
を

判
断
し
ま
す
。

■
と
　
き　
５
月
８
日
㈬
、
７
月
10
日

㈬
、
９
月
11
日
㈬
、
11
月
13
日
㈬
、
令

和
２
年
１
月
８
日
㈬
、
３
月
11
日
㈬

の
、
い
ず
れ
も
午
後
１
時
〜
午
後
５
時
。

　

※

受
付
は
午
後
４
時
30
分
ま
で

■
と
こ
ろ

　
大
分
県
庁
別
館
８
階
84
会
議
室

■
お
問
い
合
わ
せ

　
県
教
育
庁
文
化
課
文
化
財
班

（
☎
０
９
７‐

５
０
６‐

５
４
９
８
）

町
か
ら
の
お
知
ら
せ

認
定
司
法
書
士「
無
料
法
律
相
談
」

工
業
統
計
調
査
を
実
施
し
ま
す

各
種
相
談

行
政
相
談

工業統計キャラクター
コウちゃん

お
知
ら
せ

自
死
遺
族
の
つ
ど
い

大
分
県
交
通
事
故
相
談
（
無
料
）

大
分
県
銃
砲
刀
剣
類
登
録
審
査
会▲大分県HP
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暮らしの情報　●

■
と　
き　
５
月
22
日
㈬

　
午
後
２
時
〜
午
後
３
時
15
分

■
と
こ
ろ　
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所　

　
（
大
分
市
荷
揚
町
７‐

15
）

■
募
集
人
数　
28
名
（
申
込
先
着
順
）

■
そ
の
他　
過
去
に
裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー

　
に
参
加
さ
れ
た
方
は
申
し
込
み
で
き
ま

　
せ
ん

■
申
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　
大
分
地
方
・
家
庭
裁
判
所

（
☎
０
９
７‐

５
３
２‐

７
１
６
１
）

　
歯
科
保
健
の
普
及
、
向
上
を
図
る
と
と

も
に
、
歯
と
口
の
健
康
に
大
切
な
歯
科
衛

生
の
認
識
お
よ
び
関
心
を
高
め
る
こ
と
を

目
的
に
コ
ン
ク
ー
ル
を
実
施
し
ま
す
。

【
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス
タ
ー
】

■
対
象
者　
県
内
の
幼
稚
園
、
小
学
校
、 

　
中
学
校
、
高
等
学
校
、
特
別
支
援
学
校

　
の
幼
児
、
児
童
、
生
徒

■
応
募
期
限　
５
月
14
日
㈫

■
提
出
先　
各
幼
稚
園
、
学
校
よ
り
教
育

　
委
員
会
へ
提
出

【
歯
と
口
の
健
康
標
語
コ
ン
ク
ー
ル
】

■
対
象
者　
県
内
の
小
学
校
、
中
学
校
、

　
特
別
支
援
学
校
の
児
童
、
生
徒

■
応
募
期
限　
５
月
31
日
㈮

■
提
出
先　
大
分
県
歯
科
医
師
会

■
お
問
い
合
わ
せ　
大
分
県
歯
科
医
師
会

（
☎
０
９
７‐

５
４
５‐

３
１
５
１
）

■
対
象
者　
大
分
県
交
通
安
全
協
会
会
員

（
運
転
免
許
更
新
時
に
協
会
費
納
入
の

方
）
で
運
転
免
許
取
得
後
、
現
に
自
動

車
等
の
運
転
に
従
事
し
て
い
る
方
で
要

件
を
満
た
す
方

■
表
彰
区
分

●
優
良
運
転
者
表
彰
50
年
・
40
年
・
30

年
・
20
年
・
15
年
・
10
年
※

詳
し
い
要
件
に
つ
い
て
は
お
問
い
合

わ
せ
下
さ
い

■
申
請
場
所

　
玖
珠
警
察
署
内
（
公
財
）
大
分
県
交
通

　
安
全
協
会
玖
珠
支
部
事
務
局

■
申
請
に
必
要
な
も
の

運
転
免
許
証
、
交
通
安
全
協
会
会
員

証
、
表
彰
申
請
書
、
確
認
書
、
印
鑑
、

無
事
故
無
違
反
証
明
書
（
５
月
１
日
以

降
発
行
の
も
の
、
申
請
料
６
３
０
円
）

※

表
彰
申
請
書
、
無
事
故
無
違
反
証
明
申

　
請
書
、
確
認
書
は
交
通
安
全
協
会
窓
口

　
に
あ
り
ま
す

■
申
請
期
間

　
５
月
１
日
㈬
〜
６
月
15
日
㈯

※

土
日
・
祭
日
除
く
、
午
前
９
時
30
分
〜

　
午
後
５
時

■
お
問
い
合
わ
せ

（
公
財
）
大
分
県
交
通
安
全
協
会
玖
珠
支

部
事
務
局
（
☎
７
２‐

１
６
６
１
）

　
介
護
労
働
講
習
は
必
要
な
知
識
・
技
術

を
習
得
さ
せ
る
だ
け
で
な
く
、
充
実
し
た

就
職
支
援
を
行
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
高
い

就
職
実
績
（
平
成
29
年
度
就
職
実
績

91.4
％
）
を
誇
っ
て
い
ま
す
。

■
対
象
者　
介
護
分
野
へ
の
就
職
を
希
望

　
す
る
雇
用
保
険
受
給
資
格
者
（
受
講
指

　
示
者
）

■
講
習
期
間

　
６
月
３
日
㈪
〜
11
月
13
日
㈬

■
と
こ
ろ　
大
分
市
内

■
受
講
料　
無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
、
講
習

　
保
険
料
、
健
康
診
断
料
は
実
費
）

■
募
集
期
限　
５
月
27
日
㈪
ま
で

■
申
込
先　
管
轄
の
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

■
お
問
い
合
わ
せ　
（
公
財
）
介
護
労
働

安
定
セ
ン
タ
ー
大
分
支
部

（
☎
０
９
７‐

５
３
８‐

１
４
８
１
）

■
と
　
き　
６
月
13
日
㈭

■
と
こ
ろ　
大
分
県
教
育
会
館

■
受
付
期
間

　
５
月
14
日
㈫
〜
５
月
20
日
㈪

■
受
講
料　
６
，
５
０
０
円

■
定　
員　
80
人

■
そ
の
他　
受
講
申
込
書
は
、
各
消
防
本

　
部
ま
た
は
協
会
窓
口
で
入
手
す
る
か
、

　
日
本
防
火
・
防
災
協
会
及
び
協
会
ホ
ー

　
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
て
く

　
だ
さ
い
（
講
習
会
当
日
申
込
み
不
可
）

■
お
問
い
合
わ
せ

（
一
財
）
大
分
県
消
防
設
備
安
全
協
会

（
☎
０
９
７‐

５
３
７‐

３
１
２
５
）

　
１
ヵ
月
間
の
導
入
講
習
付
き
の
コ
ー
ス

で
、
社
会
人
に
な
る
上
で
必
要
な
基
礎
ス

キ
ル
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

■
募
集
コ
ー
ス　
３
Ｄ
Ｃ
Ａ
Ｄ
活
用
科
、

　
溶
接
施
工
技
術
料
、
建
築
Ｃ
Ａ
Ｄ
・
リ

　
フ
ォ
ー
ム
技
術
科
、
設
備
技
術
科

■
募
集
期
間

　
５
月
７
日
㈫
〜
５
月
31
日
㈮

■
訓
練
期
間

　
７
月
２
日
㈫
〜
令
和
２
年
１
月
31
日
㈮

■
そ
の
他　

　
５
月
21
日
㈫
に
説
明
会
を
実
施

■
お
問
い
合
わ
せ

　
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
大
分

（
☎
０
９
７‐

５
２
９‐

８
６
１
５
）

試
験
・
講
習
会

７
月
受
講
生
募
集

（
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
）

介
護
労
働
講
習（
実
務
者
研
修
含
む
）

受
講
者
募
集

第
59
回
歯
と
口
の
健
康
図
画
ポ
ス

タ
ー
コ
ン
ク
ー
ル
・
第
４
回
歯
と

口
の
健
康
標
語
コ
ン
ク
ー
ル

防
災
管
理
新
規
講
習

優
良
運
転
者
表
彰
申
請
の
お
知
ら
せ

裁
判
員
体
験
ツ
ア
ー
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（敬称略）

引 治 二

豊後中村住宅

おめでとうございます出生
おなまえ 性別 保護者 行政区

広範

善征

いのうえ　　 しおん

たかせ　　　 あお

玖珠消防署：● 救急は119番  ☎72－2141　● 火災の確認は ☎72－5100

● 

病
　
院

４月

５月

28日
29日
30日
1日
2日
3日
4日
5日
6日
12日
19日
26日

78-8811
76-2711
72-6101
72-0330
72-2167
72-2135
77-6121
72-2466
73-2030
72-2143
72-1127
72-7100

町 田
恵 良
塚 脇
塚 脇
塚 脇
春日町
野 上
　森　
北山田
春日町
塚 脇
山 田

電　話住　所 医療機関名日月
0973-24-5510
0973-22-6118

72-0450
0973-24-3718
0973-22-3041

72-1020
0973-24-6886
0973-22-3034
0973-23-8148

72-5983
0973-24-6690
0973-23-6480

日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市
日田市
玖珠町
日田市
日田市

３月１日～３月末日届出分
人口と世帯
人口
  男
  女
世帯
　　　　　（　）は前月からの増減

9,462  人
4,518  人
  4,944  人
3,902 　 

（－　 ）
（－　 ）
（－　 ）
（＋　 ）

43
18
25
6

小　野　益　德
甲　斐　睦　章
岐　部　勘　市
熊　谷　ツヨ子
坂　本　礼　子
佐　藤　紀美子
髙　倉　秀　典
長谷部　アイコ
矢　野　美惠子

　 旭 　
北 方 上
潜 石
日 向 上
後 辻
書 曲 二
北 区
北 恵 良 一
富 迫 上

お悔やみ申し上げます弔慰
おなまえ 年齢 行政区

町の面積／271.37㎢
町の木／くぬぎ
花／ミヤマキリシマ　　鳥／カッコウ

★都合で変更する場合があります。

友 成（町 田）医 院
井 上 医 院
三池循環器内科クリニック
友成産婦人科医院
小 中 病 院
高 田 病 院
矢 原 医 院
荒 木 医 院
北山田クリニック
長内科小児科胃腸科医院
玖 珠 記 念 病 院
麻生消化器科内科

田 吹 歯 科 医 院
おの歯科クリニック
倉 成 歯 科 医 院
石松朗歯科医院
石 崎 歯 科 医 院
是 永 歯 科 医 院
石 井 歯 科 医 院
武 内 歯 科 医 院
よ し ま さ 歯 科
井上第２歯科医院
林 歯 科 医 院
酒 井 歯 科 医 院

2019 年４月・５月休日当番医

こちら
119番
こちら
119番

お問い合わせ　玖珠消防署　警防係　☎ 72ー2141

● 

歯
科
医

４月

５月

28日
29日
30日
1日
2日
3日
4日
5日
6日
12日
19日
26日

電　話住　所 医療機関名日月

地区別 件数
物損
事故 件数計人身事故

死者 負傷者
0

0

0

0

0

0

3

11

3

17

0

2

3

3

8

5

12

45

21

83

5

14

48

24

91

東飯田

野　上

飯　田

南山田

計

2019・３月末
町内地区別事故発生状況

人の動き人の動き

井上　翔恩

高瀬　碧央

　林野火災は、例年春先の週末や休日に多く発生しています。原因
の一つとして、この時期は降雨量が少なく、空気が乾燥し、季節風
が吹くなど林野火災が発生しやすい気象状況となっている上に、火
入れや枯草焼き、寄せ焼きなどの時期と重なる事が大きな要因と考
えられます。
　２月中に、火入れ中に亡くなられた事故もあります。この事故を
教訓に、火入れや枯草焼き、寄せ焼きなどを行う際は以下の事に注
意しましょう。
　
①火災警報・強風注意報が出ている時は火入れなどを行なうことは
できない。
②乾燥注意報が出ている時や、風の強い日は、可能な限り火入れな
どを行わないように心掛ける。
③防火帯を設け、十分な人数を配置し予定区域外への延焼を防ぐ。
④火入れなどを行う前に入念な打合せを行い、計画通りに作業する
とともに、万一に備え避難路等を周知しておく。
⑤もしも区域外に延焼し、消火が困難になった場合は、無理をせず
安全な場所へ避難し消防署へ通報をする。

「林野火災を防ごう！」

男

女

94
71
99
80
70
78
67
89
85

　十数年ぶりに野焼きに参加させていただ
きました。初めての時は背負い式水のうに
水を半分だけ入れてもらいました。「20㎏
でも大丈夫なのに…」と簡単に考えていた
ことを後悔するほど10㎏は重く、泉水山
に登るのがきつかったことを、飯田高原野
焼き実行委員会の皆さんが背負っている姿
を見て思い出しました。取材の日も午前に
泉水山、午後にタデ原湿原の野焼きで大変
だったかと思いますが、皆さんのおかげで
この夏も鮮やかな緑を見ることができるこ
とに感謝しています。　　　　　Tomo

編集後記 交通安全110



　
「
行
く
春
」
は
終
わ
り
に
近
い
春
と
い
う
よ

り
、
春
か
ら
夏
へ
と
流
れ
よ
う
と
す
る
時
間
で

時
の
移
ろ
い
を
表
す
季
語
で
す
。
中
学
に
進
学

し
、
ラ
ン
ド
セ
ル
を
卒
業
し
た
お
孫
さ
ん
へ
の

愛
情
が
溢
れ
で
る
一
句
で
す
。

　
九
重
寿
大
学
の
文
芸
部
（
俳
句
ゼ
ミ
）
の
会

員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
初
心
者
大
歓
迎
で

す
。
是
非
、
あ
な
た
も
ご
参
加
を
。
詳
し
く
は

九
重
町
文
化
セ
ン
タ
ー
寿
大
学
事
務
局
ま
で

　
☎
７
６
ー
３
８
８
８
（
直
通
）

　
一
毛
作
の
田
の
ま
だ
植
え
な

い
前
。
緑
肥
と
し
て
一
面
に
撒

い
た
美
し
い
紫
雲
英
田
は
よ
く

見
か
け
る
。
晩
春
に
は
荒
く
鋤

き
か
え
さ
れ
、
ま
た
植
え
ん
ば

か
り
に
水
が
張
っ
て
あ
る
田
も

あ
る
。
ま
さ
に
ふ
る
さ
と
の
原

風
景
で
も
あ
り
ま
す
。

読 者 俳 句

平
成

31年
４

月
17日

発
行

（
通

巻
755号

）
発

行
・

九
重

町
役

場
企

画
調

整
課

〒
8
7
9
-4

8
9
5
　

 大
分

県
玖

珠
郡

九
重

町
大

字
後

野
上

8
番

地
の

1
☎

 0
9
7
3
-7

6
-2

1
1
1
　

　
 　

　
印

刷
・

尾
花

印
刷

有
限

会
社

４
月
号

広報ここのえは、環境にやさしい再生紙と植物性インクを使用しています。

広報ここのえは、UD文字を使用しています。

　「
漢
字
俳
句
・
平
仮
名
俳
句
は
字
づ
ら
上
の
強
力
な
武
器
だ
」
そ
う
で
す
。

漢
字
俳
句
に
し
た
こ
と
で
大
歌
舞
伎
と
花
衣
の
季
語
が
見
事
に
調
和
し
て
い
ま

す
。
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終
生
を
麓
に
あ
り
て
春
田
打
　
　
　
　
小
澤
　
克
己

花
衣
二
列
七
番
大
歌
舞
伎

髙
倉　

直
人

　
鞦
韆
と
い
う
の
は
春
の
季
語
で
す
。廃
校
に
なっ
た
想
い
出
の
学
校
で
残
る
ブ
ラ
ン
コ

に
乗
る
夫
婦
の
姿
。微
笑
ま
し
い
風
景
で
す
。

廃
校
の
鞦
韆
を
こ
ぐ
夫
婦
か
な

豊　
　
　

國

　
言
葉
の
語
源
は
、「
言
（
こ
と
）」
＋
「
端
（
は
）」
春
霰
は
春
に
降
る
霰
。

言
葉
は
、
時
と
し
て
人
を
傷
つ
け
る
斧
に
な
る
の
で
す
。

春
霰
や
言
の
葉
と
き
に
斧
と
な
る

林　
　

香
澄

　
長
者
伝
説
の
あ
る
飯
田
高
原
は
、春
も
ま
た
最
高
で
す
。東
西
南
北
疑
い
な
く
春
の

気
配
で
す
。

長
者
の
里
東
西
南
北
山
笑
ふ

佐
藤　

文
雄

（
選
者
・
評
）
季
語
の
つ
き
す
ぎ
と
離
れ
す
ぎ
の
の
回
答
を
書
か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
句
作
は
何
か
の
発
見
が
あ

り
、
季
語
を
探
し
出
す
場
合
も
あ
れ
ば
、
こ
の
季
語
で
一
句
作
り
た
い
と
そ
の
気
に
な
っ
て
し
ま
う
時
も
あ
り
ま
す
。
仕
上

が
っ
た
段
階
で
「
こ
の
句
に
は
こ
の
季
語
が
ふ
さ
わ
し
い
か
」
再
度
推
敲
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。
推
薦
の
四

句
は
、
そ
う
い
う
意
味
で
季
語
が
つ
か
ず
、
離
れ
ず
響
き
合
っ
て
調
和
し
て
い
ま
す
。
俳
句
は
や
は
り
季
語
が
命
綱
で
し
ょ

う
。
歳
時
記
を
も
っ
と
も
っ
と
日
常
的
に
側
に
置
い
て
可
愛
が
っ
て
下
さ
い
。　
　
　
　
　
　
（
こ
ご　
り
ゅ
う
し
ょ
う
）

白
牡
丹
咲
き
て
ほ
の
か
に
紅
を
さ
す 

氏
神
の
桜
咲
く
径
登
り
き
る

催
花
雨
や
老
い
を
重
ね
る
硯
箱

花
筵
出
店
の
前
を
選
び
け
り

春
の
瀬
に
笹
舟
一
つ
流
し
け
り

故
郷
の
小
径
は
今
日
も
犬
ふ
ぐ
り

喚
鐘
の
響
き
わ
た
り
て
彼
岸
か
な

の
ど
け
さ
や
六
枚
切
り
の
パ
ン
の
み
み

笹
鳴
の
近
し
厨
の
南
側

風
光
る
平
成
最
後
の
畦
に
立
つ

白
よ
り
も
白
く
辛
夷
の
咲
き
に
け
り

マ
サ
ヨ

左
世
美

泉　

渓

重　

吉

桐　

友

良　

子

八
千
子

律　

子

チ
ズ
子

ヨ
ウ
子

好　

美

九
重
寿
大
学
︵
文
芸
部
︶
俳
句
ゼ
ミ

行
く
春
の
役
目
終
え
た
る
ラ
ン
ド
セ
ル

◇
三
月
句
会
の
高
点
句

今月の言葉　　　　　　　俳句の感銘は極めて直感的なもの　　　　　　　　　　　　　　飯田龍太

今
月
の
推
薦
句

今
月
の
推
薦
句

春
田

︵
遠
嶺
︶

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

ふ
る
さ
と
の
原
風
景　

生
活
編

「
季
語
が
つ
き
す
ぎ
」
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
ど
う
い
う
こ
と
か
、
具
体
的
に
教
え
て
下
さ
い
。

「
俳
句
は
季
語
と
季
語
以
外
の
言
葉
や
フ
レ
ー
ズ
で
成
り
立
っ
て
い
ま
す
。
つ
き
す
ぎ
（
即
き
過

ぎ
）
と
い
う
の
は
、
季
語
と
季
語
以
外
の
部
分
が
同
質
と
い
う
か
、
常
識
的
な
た
め
一
句
に
面
白
味

を
欠
く
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

　
逆
に
「
離
れ
す
ぎ
」
と
も
言
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
季
語
と
取
り
合
わ
せ
た
言
葉
の
間
の
距
離
感
が
大
き
す

ぎ
て
響
き
合
う
と
こ
ろ
が
な
い
と
い
う
こ
と
で
す
。

　
羽
多
野
爽
波
と
い
う
俳
人
が
「
送
ら
れ
て
く
る
句
稿
に
『
水
温
む
』
と
い
う
句
が
た
く
さ
ん
あ
る
が
、
ど

う
し
た
こ
と
か
『
水
』
に
関
わ
る
言
葉
（
も
の
）
で
詠
わ
れ
て
い
る
句
が
多
い
。
緋
鯉
だ
、
橋
だ
、
船
だ
、

バ
ケ
ツ
だ
等
と
・
・
・
（
中
略
）
水
温
む
と
い
う
季
題
で
『
水
』
に
関
係
あ
る
も
の
を
詠
っ
て
い
て
は
、
い

さ
さ
か
が
っ
か
り
さ
せ
ら
れ
て
し
ま
う
。」
こ
う
い
う
選
後
評
を
し
て
い
ま
す
。

　
要
す
る
に
〈
こ
の
句
に
対
し
て
こ
の
季
語
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
〉
で
は
な
く
〈
こ
の
季
語
に
対
し
て

こ
の
句
が
ふ
さ
わ
し
い
か
ど
う
か
〉
と
い
う
発
想
が
大
切
だ
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
か
。

俳
句
な
ん
で
も 

Ｑ
＆
Ａ

Ｑ
⑰

Ａ
⑰

し
ゅ
う
せ
ん

あ
ら
れ

竹
尾
き
く
み

５
月
号
の
締
め
切
り
は
25
日
必
着
で
す
。
最
低
２
句
以
上
お
つ
く
り
に
な
り
、
ハ

ガ
キ
で
応
募
下
さ
い
。
字
あ
ま
り
や
季
重
な
り
な
ど
は
添
削
を
す
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
ま
た
添
削
希
望
の
方
に
は
お
葉
書
で
返
送
さ
せ
て
戴
い
て
い
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
宛
先　
九
重
町
役
場
・
企
画
調
整
課
）

佳
作
　
十
一
席

佳
作
　
十
一
席

げ

ん

げ

だ

さ
い
か
う

く
り
や

し
ゅ
ん
さ
ん

こ
と　
　
　

は




